
所要時間の記載がないものは、約50〜60分の授業となります。 2024.4.1現在
分野 授業題⽬ 授業内容 講師 職名 備考

1 ⽣活科学、家政学、⾷物学、環境教育 SDGsと⾷のつながり
SDGsの根幹となる地球の循環は、実は私たちの⾷⽣活の基盤でもありま
す。炭⽔化物、脂質、たんぱく質はなぜ重要な栄養素なのか？⼩中学校の
学習の中でどのように取り上げればよいのか？改めて考えてみましょう。

⻄薗⼤実
名誉教授
元共同教育学部教授

プロジェクタ、スクリーンを使⽤します。

2 意思決定科学
意思決定科学への招待
〜基本的な考え⽅と進路選択への応⽤〜

わたしたちの⾝の回りには、多種多様な意思決定が存在しています。意思
決定科学は，現実の意思決定を改善するための多くの⽰唆を⽣み出してき
ています。ここでは，“⾬傘問題”を例として使いながら，その基本的な考
え⽅を理解していただき，進路選択への応⽤について考えます。
【所要時間：80〜90分】

富⼭慶典
名誉教授
元社会情報学部教授

プロジェクタ、スクリーンを使⽤します。

3 意思決定科学
意思決定科学への招待
〜選択肢の多少に注⽬した進路選択問題へのアプ
ローチ〜

わたしたちの⾝の回りには、多種多様な意思決定が存在しています。意思
決定科学は，現実の意思決定を改善するための多くの⽰唆を⽣み出してき
ています。ここでは，意思決定科学の概要を学び、選択肢の多少問題にか
んする研究成果を踏まえて進路選択問題へアプローチするときの⽅法につ
いて考えます。

富⼭慶典
名誉教授
元社会情報学部教授

プロジェクタ、スクリーンを使⽤します。

4 意思決定科学、社会的選択理論
社会的意思決定論への招待
〜多数決をめぐる謎は解けるか？〜

⼈々の異なる意⾒を集約する⽅法で、最もよく知られ、使われている多数
決。だが、多数決にはさまざまなジレンマやパラドックスが存在すること
が知られています。ここでは、それらをいかにして解いていくかを考えま
す。

富⼭慶典
名誉教授
元社会情報学部教授

プロジェクタ、スクリーンを使⽤します。

5 意思決定科学、⼼理学
意思決定の⼼理学
〜近道を選ぶと失敗する!?〜

具体的な決定問題を⾃分で解いてもらいます。それらをめぐり、ヒューリ
スティクス（直感的思考がとる単純化された「近道」）とそれがもたらす
バイアス（系統的なエラー）についての研究成果を学びます。これらを通
して、どうしたら認知的な錯覚に陥らずに客観的で合理的な判断や意思決
定ができるようになるかを考えます。

富⼭慶典
名誉教授
元社会情報学部教授

プロジェクタ、スクリーンを使⽤します。

6 化学、⽣物 光る分⼦を使って細胞の中を⾒る

⼈間の体は数⼗兆個ともいわれる膨⼤な数の細胞からできています。この
細胞⼀つ⼀つの中では、絶えず様々な物質が作り出されたり分解したりし
て、体の機能が保たれています。細胞は⽬に⾒えないほど⼩さいけれど
も、いわば巨⼤な化学⼯場のようなものです。本講義では、光る分⼦と顕
微鏡を使って細胞というミクロな世界を探る技術について紹介します。

⾶⽥成史
名誉教授
元理⼯学部教授

プロジェクタ、スクリーンを使⽤します。

7 起業・アントレプレナーシップ 群⾺⼤学発ベンチャーの挑戦
世の中を変えるには新しいビジネスモデルの創出が必要です。本授業では
群⾺⼤学発ベンチャーの設⽴経緯とビジネスモデルを紹介し、社会課題に
挑戦するマインドを醸成します。

板橋英之
副学⻑
アドミッションセンター⻑
理⼯学府教授

プロジェクタ、スクリーンを使⽤します。

8 ⼈⽣訓 研究者への道と教訓
演者が研究者になるまでに起こったエピソードとそこから得られた教訓を
紹介します。「⼈⽣の価値は積分値で決まる」「楽より楽しい」など⽣徒
の気持ちをポジティブにする話をします。

板橋英之
副学⻑
アドミッションセンター⻑
理⼯学府教授

プロジェクタ、スクリーンを使⽤します。

9 環境 研究は楽しい
学⽣と⼀緒に⾏っている環境化学の研究を通して⼤学の研究室の様⼦を紹
介します。また、学⽣の⼀⾔が思いがけぬ発⾒に繋がっている実例から、
研究の楽しさをお話しします。

板橋英之
副学⻑
アドミッションセンター⻑
理⼯学府教授

プロジェクタ、スクリーンを使⽤します。

10 広報・PR論、メディア論
メディアと広報
ープレスリリースを書いてみようー

広報とは何か。新聞やテレビなどマスメディア向けの広報である「パブリ
シティ」と呼ばれる⼿法を中⼼に解説します。講師は新聞社などで記者、
広報の実務経験があり、企業がマスメディアへ送付するプレスリリースへ
のタイトル付けも体験してもらいます。

宮本俊⼀

アドミッションセンター副センター⻑
アドミッション・コーディネータ
⼤学教育センター⾮常勤講師
社会情報学部協⼒研究員

プロジェクタ、スクリーンを使⽤します。

11 メディア論、ジャーナリズム論 伝わる⽂章について考える

どうすれば⼈に伝わる⽂章を書くことができるのか。マスメディアの記者
が書く記事に焦点を当て、記事や⽂章を書く上でのポイントを具体的な事
例を⽰して学び、伝わる⽂章について考えていきます。現代メディアの概
観についても触れます。元新聞記者が講師を務めます。

宮本俊⼀

アドミッションセンター副センター⻑
アドミッション・コーディネータ
⼤学教育センター⾮常勤講師
社会情報学部協⼒研究員

プロジェクタ、スクリーンを使⽤します。

12 ビジネススキル 企画の⽴て⽅・考え⽅

AIが進化するこれからの社会にとって、業界問わず企画を⽴てる⼒はビジ
ネススキルの要諦であろう。どうすれば⼈を動かす企画書になるのか。企
画を⽴てる上での基本的な考え⽅や実践的なポイントについて、新聞記
者、企業広報、⼤学広報の実務経験をもとにお話しします。

宮本俊⼀

アドミッションセンター副センター⻑
アドミッション・コーディネータ
⼤学教育センター⾮常勤講師
社会情報学部協⼒研究員

プロジェクタ、スクリーンを使⽤します。
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